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自己記録に挑戦！！
第41回町民水泳記録会
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表 紙
清水町郷土史料館



　
渋
沢
栄
一
が
携
わ
っ
た
十
勝
開

墾
合
資
会
社
は
明
治
31
年（
１
８

９
８
年
）に
設
立
し
、
熊
牛
に
農

場
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
同

社
は
小
作
移
民
を
募
集
し
、
石
川

県
や
福
井
県
出
身
の
26
戸
99
人
が

熊
牛
の
開
拓
に
挑
み
ま
す
が
、
そ

の
歩
み
は
苦
難
の
連
続
で
し
た
。

　
十
勝
内
陸
部
の
交
通
が
不
便
で

利
益
よ
り
も
物
資
の
運
送
料
が
上

回
る
状
況
が
続
き
、
未
開
の
地
に

定
着
す
る
小
作
人
も
少
な
い
状
態

で
し
た
。
そ
れ
で
も
諦
め
ず
に
出

資
を
続
け
、
再
建
計
画
を
重
ね
た

の
が
渋
沢
栄
一
ら
で
す
。
厳
し
い

経
営
状
況
の
中
、
明
治
40
年（
１

９
０
７
年
）に
鉄
道
が
開
通
す
る

転
機
が
訪
れ
、
初
め
て
収
益
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
３
年
後
に
は
吉
田
嘉
市
が

農
場
長
に
着
任
し
て
農
場
改
革
を

進
め
、
小
作
人
の
規
律
や
生
活
環

境
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
発
展
を
続
け
た
同
社
は
、
大
正

５
年（
１
９
１
６
年
）に
株
式
会

社
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　江戸時代末期、蝦夷地（現北海道）に

渡り、アイヌ民族の文化や生活実態を記

録した人がいました。その人物が、後に

北海道の名付け親となる松浦武四郎です。

　安政５年（1858年）に武四郎はニトマ

フ（現人舞）を訪れ、当時集落を構成し

ていたアイヌのアラユク一族から歓迎を

受けました。武四郎は、その様子を十勝

日誌（武四郎が幕府に提出した報告書）

に記録しています。そして、武四郎が歓

迎されたその場所は、「松浦武四郎 宿泊

の地」として町内に標
しるし

が残されています。

▲ 上清水２遺跡・東松沢２遺跡から出土し、復元された土器類（清水町百年史より）▲ 縄文土器片類（清水町郷土史料館より）

▲ 出土したナイフ類（清水町郷土史料館より）

▲ アラユク家にて（清水町百年史より）

▲ 松浦武四郎 宿泊の地（字人舞 278 番地）

▶ 

松
浦
武
四
郎（
清
水
町
百
年
史
よ
り
）

旧石器時代・縄文時代の

土器や石器類が発掘されていた!

北海道の名付け親

松浦武四郎が宿泊していた。

▲ 吉田嘉市（清水町史より） ▲ 渋沢栄一（清水町史より）

▲ 十勝開墾合資会社熊牛農場事務所（清水町史より）

十
勝
開
墾
合
資
会
社
の
歩
み
は

苦
難
の
連
続
だ
っ
た
―
―

　
過
去
に
実
施
さ
れ
た
清
水
町
内

で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
旧
石

器
時
代
・
縄
文
時
代
の
土
器
や
石

器
類
な
ど
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

一
番
古
い
物
は
後
期
旧
石
器
時
代

の
石
器
で
、
お
お
よ
そ
２
万
年
前

か
ら
清
水
の
地
で
人
類
が
生
活
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
発
掘
調
査
で
は
、
特
に
縄
文
時

代
の
土
器
や
石
器
類
が
多
数
出
土

し
ま
し
た
。
そ
の
特
徴
か
ら
、
石

で
作
っ
た
ナ
イ
フ
な
ど
で
獲
物
を

解
体
し
た
り
、
土
器
を
利
用
し
て

食
料
を
調
理
・
保
存
し
た
り
と
、

縄
文
時
代
に
清
水
の
地
で
生
き
た

人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
浮
か
び

上
が
り
ま
し
た
。

約
２
万
年
前
か
ら

清
水
の
地
で
人
類

が
生
活
し
て
い
た
。

History One
History Three

History Two

自分が生まれ育った土地のことを、みなさんはどのくらい知っていますか？

ここ、清水町というまちには、いったいどんな歴史があるのでしょうか？

意外と知らない郷土史の断
カ ケ ラ

片を今日たどっていきましょう。
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“清水”の名前の由来は、

明治32年に開設された“ペケレベツ駅
え き て い

逓”にあった。

　
明
治
21
年（
１
８
８
８
年
）の
北

海
道
で
は
、
交
通
路
を
確
保
す
る
た

め
に
主
要
道
路
の
一
定
区
間
ご
と
に

「
駅え

き
て
い逓

所
」が
設
け
ら
れ
、
清
水
の

地
に
も「
ペ
ケ
レ
ベ
ツ
駅
逓
所
」が

明
治
32
年（
１
８
９
９
年
）に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
ペ
ケ
レ
ベ

ツ
駅
逓
所
を
運
営
す
る
取
扱
人
と
し

て
、
村
山
和
十
郎（
山
形
県
出
身
・

現
新
得
町
開
拓
の
祖
）が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　
和
十
郎
は
、
明
治
34
年（
１
９
０

１
年
）に「
ペ
ケ
レ
ベ
ツ
駅
逓
」を

呼
び
や
す
い
よ
う
に「
清
水
駅
逓
」

に
改
名
し
ま
し
た
。
改
名
に
伴
い
、

駅
逓
が
あ
っ
た
旧
市
街
は
清
水
市
街

と
呼
ば
れ
、
清
水
の
地
名
が
定
着
し

て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
ペ
ケ
レ
ベ
ツ

は
、
ア
イ
ヌ
語
で
清
き
流
れ
と
い
う

意
味
を
指
す
こ
と
か
ら
、
和
十
郎
は

清
水
と
訳
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　清水町の酪農の歴史は、塩野谷辰造が開い

た塩野谷牧場から始まりました。辰造は埼玉

県に生まれ、最初は上川郡旭川町（現旭川市）

で酒造業を営んでいました。

　辰造は、明治32年（1899年）に芽室村ホオ

ネップ（現上羽帯）へ渡り、塩野谷牧場を開設。

明治末には、上羽帯のほぼ全域を占める

3,400ha の大牧場を築き上げました。

　明治45年（1912年）には、米国のウィスコ

ンシン州立農科大学酪農科で学んでいた塩野

谷平蔵（辰造の弟）が牧場に加わり、当時と

しては最先端の牧場経営が行われました。清

水の地で最初に畜牛を導入したのは、塩野谷

牧場だと言われています。

▲ 旧清水市街の現在
（令和５年８月撮影）

▼ 旧清水市街見取図
　（清水町百年史より）

▲ 駅逓跡（町体育館敷地内／字清水第４線 57 番地）

今も駅逓所跡が

清水町発祥の地

として存在する！

※駅逓所…駅舎と人馬を備え、旅人の宿泊や運送の役割を担った施設。

酪
農
が
発
展
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ

た
塩
野
谷
牧
場
。

▲ 村山和十郎（清水町史より）

　
十
勝
地
方
で
ビ
ー
ト
栽
培
が
始
ま

っ
た
頃
、
道
庁
は
農
業
先
進
国
か
ら

農
家
を
招
き
、
寒
冷
地
の
畑
作
経
営

の
改
善
と
農
業
者
の
技
術
向
上
を
目

指
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
清
水
の
地

に
招
か
れ
た
の
が
、
ド
イ
ツ
の
製
糖

会
社
で
ビ
ー
ト
栽
培
技
術
者
と
し
て

腕
を
磨
い
て
い
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・

コ
ッ
ホ
で
し
た
。

　
大
正
12
年（
１
９
２
３
）年
に
コ

ッ
ホ
一
家
は
人
舞
村
に
入
り
、
翌
年

春
か
ら
下
佐
幌
地
区
で
農
業
経
営
に

あ
た
り
ま
す
。
一
年
目
は
麦
類
、
二

年
目
は
豆
類
、
三
年
目
は
根
菜
類
、

四
年
目
で
一
巡
す
る
と
い
う
輪
作
形

式
と
深
耕
に
よ
る
土
地
改
良
で
、
収

量
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
営
を
見
習
う
者
が
次

第
に
多
く
な
り
、
コ
ッ
ホ
は
寒
冷
地

の
畑
作
農
業
に
多
く
の
足
跡
を
残
し

ま
し
た
。
当
時
彼
ら
が
暮
ら
し
て
い

た
住
宅
は
、
現
在
も
下
佐
幌
地
区
に

残
っ
て
い
ま
す
。

▲ ドイツ人模範農家コッホの住宅（字下佐幌基線 70 番地）

ド
イ
ツ
人
農
家
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
コ
ッ
ホ
―
―

寒
冷
地
の
畑
作
農
業
に
多
く
の
足
跡
を
残
し
た

▲ フリードリッヒ・コッホ
（清水町百年史より）

▲ 塩野谷辰造
 （清水町郷土史料館より）

▲ ウィスコンシン州立大学に学ぶ塩野谷平蔵（後列中央）
　 （清水町酪農百年記念誌より）

History Four

History Five
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―― Local Museum ――
ここまでたどってきた郷土史の断

カ ケ ラ
片は、

清水町の歴史のほんの一部分です。
伝えきれなかった物語がまだまだあります。

そんな物語と出会えるのが、ここ、郷土史料館です。

郷 土 史 料 館

清水町図書館・郷土史料館

　社会福祉という言葉がまだなかった時代、清

水の地に「北星園」という貧困児や孤児の救済

施設が誕生しました。北星園は、明治43年（1910

年）に岐阜県岐阜市所在の日本育児院付属農園

として、山田範三郎によって開設されました。

　範三郎は、事務員の鈴木幸と園児４名を連れ

て人舞村に移住し、翌年から貧困児など10名

を収容しました。範三郎は園児の自立を目指し、

年長者には農園の作業に従事させることで勤労

教育に力を注ぎました。後に、財団法人として

独立するまでの11年間に受け入れた園児は延

べ230名にのぼりました。

▲ 最初に立てられた北星園（清水町百年史より）

▲ 北星園の園児と職員（後列左端 鈴木幸、４人目 山田範三郎）
（清水町百年史より）

障
が
い
者
福
祉
の
先
駆
け
。

御
影
村
で
始
ま
っ
た

清水町内各文化史跡
清水町文化センター／清水町南３条３丁目１番地

場
所

10 月21日 ■ 史跡めぐり   ９：30 ～ 12：00
■ 文化講座  14：00 ～ 15：30

日
時 土

※９月 25 日（月）から 10 月６日（金）までの期間に社会教育課社会教育係（☎ 62-5115 ）へ電話でご応募ください。

文化 史 跡 めぐり
郷 土 文化 講 座 開 催

清水町図書館
清水町南４条１丁目２番地

浦幌町立博物館
博物館係長・学芸員　持田 誠 氏

場
所

講
師

10 月14 日 15：00 ～ 16：15日
時 土

※ 10 月 7 日（土）までに図書館（☎ 62-3030 ）へ電話または図書館ホームページ申し込みフォームからご応募ください。

【河西鉄道下清水駅】

郷土史料館講座開催
清 水 町 に ゆ か りの あ る河 西 鉄 道 を テ ーマとした

▲ 近藤兼市
（清水町郷土史料館より）

▲ 河西鉄道のビート貨車模型

▲ 開町 120 年記念ゾーンの渋沢栄一関連コーナー

ペケレベツ駅逓跡や
北星園跡などの

文化史跡をバスめぐり！

History Seven

History Eight

明治時代から福祉活動の

歩みが踏み出されていた！

　
昭
和
18
年（
１
９
４
３
年
）に
は
、

御
影
村
羽
帯
地
区
に「
北
海
道
聾ろ

う
あ唖

農
志
塾
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時

札
幌
の
私
立
盲
学
校
、
聾ろ

う
あ唖

学
校
の

校
長
を
し
て
い
た
近
藤
兼
市
ら
に
よ

っ
て
同
塾
は
開
設
さ
れ
、
耳
や
口
な

ど
体
に
障
が
い
の
あ
る
若
者
た
ち
の

た
め
の
実
習
農
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
塾
生
は
、
主
に
札
幌
聾ろ

う
あ唖

学
校
の

卒
業
生
で
し
た
。
兼
市
ら
は
、
身
寄

り
が
な
く
、
就
職
が
難
し
い
者
た
ち

で
自
給
自
足
が
で
き
る
酪
農
農
場
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
同
塾
は
、
後
の
社
会
福
祉

法
人
清
水
旭
山
学
園
へ
と
発
展
し
、

十
勝
の
障
が
い
者
福
祉
の
中
核
を
担

う
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

昨年オープンした
リニューアルゾーンも

あります！

展示説明を
　希望される方は、

　図書館カウンターに
　　お声がけください！

オススメポイントは
清水町の歩みがつまった

壁面年表です！

■住 所 ／ 清水町南４条１丁目２番地
■電 話 ／ 0156-62-3030
■休 館 日 ／ 毎週火曜日・祝日・年末年始
■開 館 ／ 10：00 ～ 18：00
■入 館 料 ／ 無料
■見学方法 ／ 図書館へお申し出ください

Welcome 清水町図書館・郷土史料館
スタッフのみなさん
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　僕が渋沢栄一記念館に行って一番最初に思った

ことは、「難しそうだな」ということです。建物か

らは昔っぽい雰囲気を感じました。そして栄一翁

のことを詳しく知ることができて良かったです。

　栄一翁は、なぜ清水町にゆかりがあるのかを調

べてみました。清水町は栄一翁が中心となって設

立した「十勝開墾合資会社」によって開拓された

町だそうで、とても歴史のある町なんだなと思い

ました。栄一翁のことをたくさん知れたし、楽し

かったのでとても貴重な体験になりました。

　八基小学校の６年生８人と交流をしてきました。

最初に自己紹介をして清水町について発表しまし

た。牛のことや人気なお店など、いろんなことに

ついて発表しました。次にみんなで藍の葉を集め

てかばんを作りました。かなづちで葉っぱをたた

くことがとても楽しかったです。

　そしてみんなで渋沢栄一記念館に行きました。

栄一翁について、いっぱい教えてもらいました。

１階にも２階にもいろんなものがいっぱいあり、

いろんなものを見られてよかったです！

　渋沢栄一記念館では、栄一翁が生まれてから論

語を学んだり、習字、剣道、藍玉を作る手伝いを

したり、高崎城の乗っ取り計画を尾高長七郎に止

められたりしたことなどを学びました。また、栄

一翁本人の声も聞きました。中々聞き取れません

でしたが、声はちゃんと聞くことができました。

　東京都の渋沢史料館では、最初に栄一翁が血洗

島で生まれたということが分かりました。それか

ら全て漢字で書かれた文書がありました。渋沢史

料館でたくさんのことを学ぶことができました。

　「中
な か ん ち

の家」では大河ドラマのセットを見たり、「渋

沢栄一翁の一生について」を見たりしました。栄

一翁の一生はすごかったです。栄一翁は京に出る

まで23年間を中の家にいたそうです。栄一翁は論

語を習っていました。他にも栄一翁はパリ万博へ

行き、一年半の滞在で株式会社のことなどを学び

日本に帰ってきました。

　中の家は、とてもすごく多めに展示されており、

栄一翁が作った藍農家の番付表も貼ってあって、

まるで本当に栄一翁が住んでいるみたいでした。

栄一翁の一生は、

すごかったです！

とても貴重な

体験になりました！

たくさんのことを

学びました！

栄一翁について

いっぱい教えてもら

いました！

風間 拓己さん

御影小５年
岩瀬 春馬さん

清水小６年
藤井 莉子さん

清水小５年
鶴谷 萌衣さん

清水小６年

８月３日から５日に「小学生親善交流視察研修」が開催されました。同研修は、

今年初めての取り組みで、町内小学生４名が埼玉県深谷市へ行き、市内視察や

八
や つ も と

基小学校児童との交流を行いました。清水町と縁のある土地で児童たちは何を

体験し、どんなことを感じてきたのでしょうか。児童たちの“学び”をご紹介します。

埼玉県深谷市へ
行ってきました！！

１_ 旧渋沢邸「中の家」で渋沢栄一翁アンドロイドと記念撮影　２_ 八基小

学校のみなさんに特製パネルでお出迎えいただきました　3 _ 交流では清水町

がどんな町なのかを発表してきました　４_ 同小学校のみさなんと一緒に、栄

一翁生家の家業にちなんだ「藍のたたき染め」体験を行いました。自分たちの

手で摘んだ藍の葉を使って、オリジナルトートバッグを作成しました

交流中の御影小学校

１

２

３

４

７月には、清水・御影小学校５年生と八基小学校５年生がリモート

交流を行いました。御影小学校は今年から加わり、３校合わせて

90名の児童が参加しました。自分たちのまちについて発表し合い、

縁のある地域の文化について触

れる機会となりました。

清水・御影・八基小５年生90名がリモート交流
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図書館だより

毎月 1 9 日はしみず読
どく

書
しょ

の日埼玉県深谷市「八
やつもと

基小学校」との交流

新着図書からピックアップ

新着図書などの情報は、図書館ホー
ムページからご覧になれます！
左のＱＲコードまたは「十勝 清水 
図書館」で検索してください！

　

８
月
19
日
、
清
水
小
学
校

プ
ー
ル
で
「
第
41
回
町
民
水

泳
記
録
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
記
録
会
は
、
町
体
育

協
会
と
共
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
清
水
・
御
影
水

泳
少
年
団
後
援
会
の
協
力
に

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
小
学
生
と
高
校
生

44
名
が
参
加
し
、ビ
ー
ト
板
、

自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
メ
ド
レ
ー
な

ど
、
様
々
な
泳
法
で
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
記
録
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
記
録
会
で

は
、
３
種
目
で
新
記
録
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

■各種目１位の記録をご紹介します。

自己記録自己記録 挑戦挑戦に ！！

選手宣誓を行う遠藤湊人選手

記録会の様子

第41回

３種目で
新記録誕生！

町民水泳記録会町民水泳記録会

　子どもたちに夏休みに読書を楽しんでもら
おうと、図書館で本を借りると参加できる縁
日を行いました。
　一日一回、輪投げ、魚釣りゲーム、くじ引
きのどれかに参加でき、子どもからは「ほか
のゲームもやりたいからまた来る！」と楽し
んでくれました。
　また、七夕にちなんで短冊を書くコーナー
を用意し、願い事を書いてもらいました。中
には英語で書いてくれた子もいて、様々な思
いが飾られました。

夏休み図書館縁日‼‼

【七夕コーナー】

【縁日】

『こぼれ桜』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・梶よう子著

『八月の御所グラウンド』・・・・・・・・・・万城目学著

『青瓜不動』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宮部みゆき著

『十戒』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・夕木春央著

　７月７日、清水小・御影小・八基小の３校
の５年生がオンラインで交流しました。
　交流授業は、渋沢栄一翁の縁で昨年から始
まり、今回から御影小学校の児童も加わりま
した。
　八基小学校→清水小学校→御影小学校の順
に、社会科で学ぶ「あたたかい土地のくらし」

「寒い土地のくらし」や「自然」「地域」「食」「観
光」等をテーマに児童が発表し、質問するな
ど楽しく交流することができました。

ゆうえる９月号トピック

わくわく親子体験講座
『親子木工教室』

　小学生を対象に、家族のコミュニケーションを深め

心豊かな子どもたちを育むため、わくわく親子体験講

座『親子木工教室』を紺野建設と共催しました。

　教室は全２回で実施し、１回目は制作したい作品の

設計図を親子で作成し、２回目は設計図どおりに製作

しました。今年度の参加者は、オープンラックや棚を

作成していました。

　来年度も計画していますので、大工さんと一緒に親

子でふれあい、共有する時間を作りませんか？

９９月号月号

ＹｕＹｕ－－ＥｒｕＥｒｕ

Learn with you

Lifelong Learning

あなたと学ぶ生涯学習あなたと学ぶ生涯学習

ゆ えう る

「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯　　学習）のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。
『ゆう・える』とは …「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、　　遊・裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。学習情報 ゆう・える学習情報 ゆう・える 学習情報 ゆう・える学習情報 ゆう・える 1011



Health  Wealth  Zone

健　康
最前線

記　遠藤 加奈 保健師

大腸にがんやポリープがあると便がこすれて出血する
ことがあります。この時、血は便の表面に付着します。

便の表面をまんべんなくこすりとります。
量の目安は先端の溝が埋まるくらいです。

　

み
な
さ
ん
は
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

国
で
は
、
年
に
一
度
の
大
腸
が
ん
検

診
の
受
診
を
勧
め
て
お
り
、
主
な
検
査

方
法
は
便
潜
血
検
査
に
な
り
ま
す
。

◆
便
潜
血
検
査
と
は
？

　

自
宅
で
２
日
分
の
便
を
と
る
だ
け
の

簡
単
な
検
査
で
す
。
痛
み
や
食
事
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
便
を
採
取
す
る
際
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

❶ 

挿
さ
ず
に
こ
す
る
！

　

大
腸
に
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
が
あ
る
と

便
が
腸
内
を
通
る
際
に
こ
す
れ
て
出
血

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
便

の
表
面
に
血
が
付
着
す
る
た
め
、
キ
ッ

ト
は
便
に
挿
さ
ず
に
表
面
を
こ
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。
（
※
痔
や
生
理
の
際
は
、

検
査
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。）

❷ 

先
端
の
溝
が
埋
ま
る
く
ら
い
と
る
！

　

便
の
ど
こ
に
出
血
が
付
着
す
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
便
の
表
面
を
上
下
左

右
、
ま
ん
べ
ん
な
く
全
体
を
こ
す
り
、

先
端
の
溝
が
埋
ま
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◆
大
腸
が
ん
検
診
の
大
切
さ

　

大
腸
が
ん
の
患
者
数
は
40
歳
頃
か
ら

増
え
始
め
、
が
ん
死
亡
原
因
で
は
女
性

の
１
位
、
男
性
の
２
位
で
す
。
年
間

５
万
人
以
上
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
早
期
の
大
腸
が
ん
は
ほ
ど
ん
ど
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
で

95
％
以
上
の
人
が
治
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
自
覚
症
状
の
な
い
人
も
毎

年
検
査
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
検
診
は
受
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

　

検
査
結
果
が
「
陽
性
（
＋
）」
で
便

に
出
血
が
付
着
し
て
い
る
場
合
、
大
腸

が
ん
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
精
密

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

「
痔
の
せ
い
だ
」
と
自
己
判
断
し
て

精
密
検
査
を
受
け
な
い
の
は
早
期
発
見

の
機
会
を
逃
す
可
能
性
が
あ
り
、
検
診

を
受
け
た
意
味
が
な
く
な
り
ま
す
。
必

ず
、
医
師
の
指
示
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は

　

町
で
毎
年
春
と
秋
に
開
催
す
る
集
団

健
診
（
今
年
度
は
11
月
を
予
定
）
や
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
☎
６
７-

７
３
２
０
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『大腸がん検診の方法、正しいですか？』
～ 年 に 一 度 の 受 診 が 大 切 で す ～

便 潜 血 検 査 で 便 を 採 取 す る 際 の ポ イ ン ト

がんやポリープ

血が付着 ■
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は
？

　

高
齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
事
業
で
す
。

　

日
常
生
活
の
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化
と
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推

進
を
目
的
と
し
て
、「
協
議
体
」
や

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
こ
の
事
業
が
必
要
な
理
由
は
？

　

団
塊
の
世
帯
が
75
歳
以
上
に
な

る
２
０
２
５
年
や
高
齢
者
数
が
ピ

ー
ク
に
達
す
る
２
０
４
０
年
に
向

け
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
認
知

症
高
齢
者
数
が
全
国
的
に
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
高
齢
者
が
生
活

す
る
上
で
の
ニ
ー
ズ
も
増
加
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
、
地
域
で
の
支

え
合
い
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
■
協
議
体
と
は
？

　

地
域
に
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ

て
行
く
た
め
に
、
住
民
同
士
で
話

し
合
う
場
で
す
。

　

協
議
体
は
、
地
域
に
住
む
人
・

企
業
・
団
体
な
ど
、
地
域
を
良
く

し
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
る
方
は
、

年
齢
や
資
格
な
ど
に
関
係
な
く
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

地
域
で
支
え
合
う
た
め
に
は
何

が
出
来
る
か
、
ど
う
や
っ
た
ら
出

来
る
か
な
ど
、
情
報
共
有
や
出
来

る
こ
と
探
し
を
参
加
者
で
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。

■
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
は
？

　

別
名
「
地
域
支
え
合
い
推
進
員
」

と
も
言
い
、
『
地
域
』
で
『
支
え

合
い
』
を
『
推
進
』
す
る
人
で
す
。

　

清
水
町
で
は
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
、
ニ
ー
ズ
調
査

で
浮
か
び
上
が
っ
た
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
、
必
要
な
支
え
合
い
活

動
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
最
後
に

　

協
議
体
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

高
齢
者
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保

の
た
め
「
買
物
へ
Ｇ
Ｏ
」
の
運
行

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
定
期
的
に
協
議
体
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
住
み
や
す
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
み
な
さ

ま
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

福祉の
ひろば

Welfare  Square

『生活支援体制整備事業』を知っていますか？

【 問い合わせ】 保健福祉課在宅支援係　☎６９‐２２３３
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編 集 後 記

町長とのふれあいトーク町長とのふれあいトーク

❶氏名・人数　❷希望時間帯　❸トーク概要
❹トークの方法（対面・電話・リモート）
※リモートの申込期限：９月 28 日（木）

【問い合わせ：企画課広報広聴係 ☎ 62-2114】

Mayor's  Diary

町 長 日 記

広 報 モ ニ タ ー 感 想
Monitor's  Thoughts

Creation  Station
ち ょ う み ん 作 品 館

【
玲
瓏
短
歌
会
】

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
石　

尚

宗
像
三
郎

田
村
徳
子

村
谷
三
恵

森
山
ヤ
ヨ
イ

安
済
哲
子

藤
原
静
子

橋
本
佳
代
子

Mayor's  Diary

澁谷 碧羽ちゃん（啓介さん・奏恵さん）熊牛更生

今月の特集では、多くの方々の努力や犠牲があって
町が発展していったのだなぁと、しみじみしながら原
稿を作成していました。郷土史は奥深い世界なので、
ぜひ清水町百年史などもご覧ください！（谷口）

御影盆踊り大会の取材を担当しました。開始直前に
雨が強くなり、公民館の中に移動しましたが、皆さん
楽しそうに踊っていました。抽選会の景品が凄かった
ので、来年は参加してみたいと思いました！（前道）

上出　 澄子さん　新栄
千葉　 明弘さん　清美
角　　 良子さん　富士
光井　 重之さん　御影日の出
植野　 秀子さん　熊牛更生
三島木 慶治さん　清和
村井 紀美子さん　鉄南（清水）
伊藤　 一則さん　日の出１
髙橋　 晃治さん　人舞３
高倉　 歳春さん　清和１
村田　 敏雄さん　日の出３
伊藤　 　渉さん　桂町
三好　 賢一さん　中羽帯
澁谷  サカエさん　曙

人 の う ご き
問い合わせ：町民生活課戸籍住民係 ☎ 62-1151

■ 誕生 / Birth

町政への要望など、阿部一男町長と直接お話
しできます。事前予約が必要事前予約が必要となりますので、
下記❶～❹を問い合わせ先へご連絡ください。

楽しい盆踊り！

10 月５日（木）

■ 哀悼 / Condolences

■ 人口 / Population

　

今
年
は
清
水
伝
統
の
盆
踊
り

大
会
が
復
活
だ
！

　

８
月
11
日
は
清
水
地
区
の
清

流
盆
踊
り
。15
日
は
御
影
地
区
、

20
日
は
旭
山
地
区
で
開
催
の
盆

踊
り
大
会
に
参
加
し
た
。
御
影

地
区
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
の

開
催
で
あ
る
が
、
清
水
地
区
、

旭
山
地
区
は
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
あ
っ
て
大
勢
の
参
加
者
で
賑に

ぎ

わ
っ
た
。

　

私
も
11
日
に
は
帰
省
中
の
子

ど
も
や
孫
を
含
み
総
勢
17
人
の

大
家
族
で
清
流
盆
踊
り
へ
の
参

加
と
な
っ
た
が
、
事
前
登
録
す

れ
ば
団
体
賞
が
も
ら
え
た
か
も

し
れ
な
い
な（
笑
）

　

さ
て
、
今
年
も
い
ず
れ
の
会

場
で
も
出
店
が
あ
っ
た
が
、
清

水
地
区
で
は
行
列
が
で
き
る
お

店
ば
か
り
。
ま
た
踊
り
の
参
加

者
に
は
豪
華
景
品
が
多
数
用
意

さ
れ
て
お
り
、
み
な
さ
ん
大
変

喜
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
年
は
納
涼
で
は
な
く
暑
い

暑
い
盆
踊
り
と
な
り
ま
し
た
！

★
防
災
へ
の
呼
び
か
け
は
常
に

必
要
か
と
思
う
。
今
後
も
定
期

的
に
取
り
上
げ
て
欲
し
い
で
す
。

★
防
災
に
つ
い
て
喚
起
す
る
こ

と
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
例
え

ば
一
人
暮
ら
し
で
足
が
不
自
由

な
方
な
ど
の
具
体
的
な
対
応
方

法
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。

★
地
震
の
特
徴
や
種
類
が
わ
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
て
、
必

要
な
備
え
に
つ
い
て
考
え
ら
れ

て
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

★
備
蓄
内
容
や
避
難
場
所
な
ど

を
あ
ら
た
め
て
家
庭
内
で
確
認

し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

★
し
み
ず
の
夏
祭
り
は
、
も
う

少
し
写
真
の
枚
数
が
あ
る
と
見

て
い
て
楽
し
い
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
商
工
会
な
ど
の
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
清
水
の

お
土
産
ブ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
盆

帰
省
の
お
土
産
に
し
た
り
、
町

外
の
方
も
買
え
た
り
し
て
楽
し

い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

★
し
み
ず
の
夏
祭
り
で
、
各
々

の
写
真
に
簡
単
な
説
明
や
参
加

者
の
声
が
一
言
添
え
ら
れ
て
い

る
と
、
写
真
が
い
き
い
き
し
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

★
町
民
陸
上
競
技
記
録
会
は
暑

い
日
が
続
い
て
い
た
中
で
の
開

催
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
頑

張
り
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

★
福
祉
の
ひ
ろ
ば
で
、
相
談
内

容
や
そ
の
相
談
先
が
明
確
に

な
っ
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

★
農
業
委
員
紹
介
で
は
、
こ
の

方
々
の
仕
事
は
具
体
的
に
何

か
、
委
員
会
の
役
割
は
何
か
な

ど
も
知
り
た
か
っ
た
で
す
。

★
町
民
の
声
ポ
ス
ト
で
は
、
広

報
を
通
し
て
町
民
の
声
を
取
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
広
報
と

し
て
の
一
番
の
役
割
の
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

★
ま
ち
フ
ォ
ト
で
町
内
の
い
ろ

い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
て
楽
し
い
。
取
材
力

が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

清流盆踊りにて

庭
す
み
に
わ
ず
か
に
埋
め
し
残
飯
に

紛
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
種
の
む
く
む
く

北
国
に
住
み
着
き
な
ん
と
七
十
年

人
生
大
半
元
気
賜
わ
る

庭
の
石
大
小
合
わ
さ
ば
五
十
余
の

面
相
は
や
さ
し
吾
を
守
る
か

空
の
青
鉄
線
の
青
胸
奥
に

吸
い
こ
み
今
日
の
一
日
は
じ
ま
る

主あ
る
じ

去
り
庭
を
タ
ン
ポ
ポ
占
め
て
咲
く

つ
つ
じ
も
一
本
敗
け
じ
と
咲
け
り

交
通
禍
八
雲
の
衝
突
死
者
五
名

現
世
の
中
の
課
題
如
何
に
し

戦
争
の
恐
怖
身
に
受
け
三
時
代

山
坂
越
え
の
明
日
は
卒
寿
と

日
中
は
三
十
度
越
え
の
予
報
な
り

朝あ
さ
め
し飯

前
の
野
菜
と
お
喋
り

柴田 海大さん ♡ 荒井 美穂奈さん　公苑東町

■ 結婚 / Marriage

開
催
日

人　口 ８，９５３人（−28）

　　男 ４，４４５人（ −18 ）

　　女 ４，５０８人（ −10 ）

世　帯 ４，６８８戸（ −６ ）

※令和５年８月末現在　（　）内は前月比
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M A C H I P H O T O
まちフォトは「まちのでき ごと」を紹介するコーナーです

清水交通少年団６名が参加

全国３位の快挙！！

帯広警察署・簡易裁判所を視察研修

鹿追清水新得連合チームが表敬訪問

　８月９日、清水交通少年団６名が帯広警察署と帯広

簡易裁判所への視察研修を実施しました。参加した石

川蒼士さん（清小５年）は「目

の前でパトカーのサイレンが鳴

ると普段より大きな音に感じま

した。模擬裁判で裁判に興味を

持ちました」と話しました。

　鹿追清水新得連合チームが、徳島県で開催された阿

波踊りカップ全国学童軟式野球大会 2023 に初出場し、

全国３位の快挙を果たしました。８月 23 日に町長・

教育長を表敬訪問し、大会に出場した篠原匠さん（清

小６年）は「相手の守備がとてもうまかったです。自

分たちの攻撃でバッティングできてよかったですが、

もっと打てるように頑張りたい！」と話しました。

帯広警察署を見学する清水交通少年団のみなさん

鹿追清水新得連合チームの篠原匠さん（左）と徳山琉生さん（右）

エスコンフィールドに十勝の子ども集う

“やっぱり”十勝ＤＡＹ開催

　８月４日、エスコンフィールド北海道（北広島市）で、

十勝の小中学生を対象にした“やっぱり”十勝ＤＡＹが

開催され、清水小学生３名が参加しました。選手のサ

インボールがもらえるイベントに参加した

中島暢希さん（清小４年）は「万波選手が

出てきてうれしかったです」と話しました。

イベント後は野球観戦を楽しみました。
ベースランニングをする角川宗士郎さん（左）と中島叶人さん（右）

園児たちへ新鮮な野菜のプレゼント

梶山農場がトウモロコシを無償提供

　８月 10 日、梶山農場（字人舞）が、しみず認定こど

も園・御影こども園へ、トウモロコシを無償提供しま

した。旬の野菜を子どもたちに味わってもらおうと、

３年前から無償提供をされています。合計 265 名分が

提供され、トウモロコシを受け取った園児たちは、梶

山さんへ感謝の気持ちを込めて手作りしたメダルを手

渡しました。 しみず認定こども園への無償提供の様子

懐かしい思い出が蘇る——

旧北熊牛小タイムカプセル開封

　８月 15 日、旧北熊牛小学校（現きたくま文化蔵）で

タイムカプセルが開封されました。タイムカプセルは

平成 15 年 11 月 29 日に埋められ、翌年３月に同校は

閉校となりました。当時の生徒や教員らで開封され、

実行委員長の細野輝行さんは「懐かしい顔に会えてう

れしい。タイムカプセルの中できれいに保管されてい

たからびっくりしました」と話しました。 タイムカプセル開封に参加されたみなさん

８/28８/29

８/21

８/23

８/21８/21

８/17 ８/15 ８/11

㈱ドゥテックに、社会貢献活動

（平和の塔周辺の環境整備活動）

への感謝状を贈呈しました。

清水町戦没者追悼式が開催さ

れ、48 名の参列者が献花を行い、

戦没者の冥福を祈りました。

御影盆踊り大会が開催。雨天に

より公民館内での実施でした

が、元気な舞が披露されました。

清水納涼盆踊りが開催。４年ぶ

りの実施に、大人から子どもま

で大勢の人でにぎわいました。

清水高校生が地域研究の一環と

して、本通り公園滑り台の塗装

を実施しました。

西岡建設㈱に、社会貢献活動（清

水消防署敷地内区画線修繕）へ

の感謝状を贈呈しました。

清水町新卒・Ｕターン等新規就業

者激励会が開催され、町内関係者

が今後の活躍を祈念しました。

「ひまわりの絆プロジェクト」有志

のみなさんにより、清水公園の向か

い側にひまわりが咲き誇りました。

植村土建㈱に、社会貢献活動（清

水中学校敷地内駐車場等修繕）

への感謝状を贈呈しました。
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　生徒会の活動を通して、人の前に立って話

す上で、どうしたらみんなにうまく伝えられ

るかというのを日々学んでいます。みんなの

前に立つということが、中学校生活の中であ

まりできていなかったので、今回やってみよ

う！と思って立候補しました。

　将来の夢はまだ決まっていないので、高校

へ行って、選択肢を広げていけたら良いなと

思っています。そのためにも、進学へ向けて

受験勉強を頑張っています。英語が得意で、

小学生の時から英語が好きです。

　大人になったら、誰かの役に立てる人にな

りたいです。お父さんを見ていると、人から

頼られることも、困っている人を助けること

も大切なことだなと感じます。

　清水町は、自然があふれている町だと思い

ます。嫌なことがあった時、外のきれいな空

気を吸ったらリフレッシュできるところが、

清水町の好きなところです。周りの人たちに

助けてもらえるところも、町の魅力だと思い

ます。野菜を交換したりなど、ご近所さんと

の交流が楽しいです。

周りの人たちに助けて

もらえるところも町の

魅力だと	思います。

山田	弥桜さん
（御影中学校３年生 /生徒会長）

vol.5

山中 敬
けいすけ

介ちゃん

笠原 一
い ち か

榎ちゃん

これからも

健康で大きくなってね！たくましく育ってね！ 母より母より

HELLO
BABY♥

HELLO
BABY♥

「HELLO BABY」では６カ月から２歳くらいの赤ちゃんを掲載しています！掲載を希望される方は企画課広報広聴係までご連絡ください♪

Connect to the Future of SHIMIZU

「ミラ★つぐ」は清水町の未来を担う子どもたちに将来の夢や地元への想いをインタビューするコーナーです。

ミラ★つぐ

清水をミライにつなぐ
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